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事業実施による浸水被害軽減効果（戦後最大洪水：昭和34年9月洪水の場合）

洪水氾濫対策
紀の川における河川改修（河道掘削、堤防整備）

○ 戦後最大洪水（伊勢湾台風）を対象とした洪水を安全に流す対策（河川整備計画）として、堤防整備、狭窄部対
策、河道掘削を実施していきます。

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 和歌山河川国道事務所

下流域 中流域 上流域

事業実施効果
河道掘削、堤防整備により、水位低下・流下能力を確保し、家屋浸水
被害を軽減させます。

▽平水位

▽計画高水位
築堤

堤防整備部

▽平水位

▽計画高水位

河道掘削

河道掘削部

※戦後最大洪水（昭和34年9月洪水）に対する 氾濫解析結果

事業実施前

紀の川水系河川整備計画に基づく対策内容

事業実施後

約1,139ha減少
約9,515人減少
約3,401戸減少
約1,697億円減少

浸水面積 0ha
浸水区域内人口 0人
浸水区域内家屋数 0戸
被害総額 0億円

浸水面積 約1,139ha
浸水区域内人口 約9,515人
浸水区域内家屋数 約3,401戸
被害総額 約1,697億円



洪水氾濫対策
紀の川における狭窄部対策（藤崎狭窄部対策）

○ 藤崎地区は、狭窄部に頭首工が存在し、紀の川中流部における治水上のネック箇所となっており、河道掘削
および右岸拡幅を実施していきます。

右岸拡幅
河道掘削

河道掘削

紀の川市

紀の川市

位置図 藤崎狭窄部対策藤崎狭窄部対策
（和歌山県紀の川市藤崎地先）

現 況 対策後

A - A A - A

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

川幅が急に狭くなる箇所は、
川の流れが滞りやすくなり、浸
水被害が発生します。

河道拡幅、河道掘削を行うこ
とにより、流下断面を拡大し、
安全に洪水を流します。

A A A A

浸水被害
が発生

河道掘削

河道拡幅河道拡幅

標準断面図（① - ①）

▽計画高水位

河道掘削

右岸拡幅

①

①

和歌山河川国道事務所
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洪水氾濫対策
紀の川における河道掘削、堤防整備（下渕・新住工区）

○ 下渕・新住工区は、堤内地の地盤高が低く浸水被害が頻発していることから、治水上のネック箇所において、
河道掘削および堤防整備を実施していきます。

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 奈良県

下渕・新住工区
（奈良県大淀町下渕・下市町新住地先）

下渕・新住工区

位置図

①

河道掘削、堤防整備

堤防整備

①

下市町

標準断面図（① - ①）

▽計画高水位

堤防整備 堤防整備

河道掘削

現 況

対策後

川幅が狭くなっている箇所は、
川の流れが滞りやすくなり、水
位が上昇することで、浸水被害
が発生します。

河道拡幅、堤防整備を行う
ことにより、流下断面を拡大し、
安全に洪水を流します。

事業実施効果

大淀町



○ 和歌山市域の七瀬川では、紀の川合流点の鴨井樋門から七瀬川橋までの約2.7kmの区間を事業区間とし、
河道拡幅を実施していきます。

洪水氾濫対策
一級河川における改修（河道掘削、堤防整備 等）（七瀬川）

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

1期工区

七瀬川

河道拡幅

実施状況（1期工区）

令和3年度より
2期工区に着手予定

標準断面図（令和3年度着手予定）

2期工区

約7m

約12m

約2m

1期工区

約10m
約34m

約1.8m

標準断面図

位置図 七瀬川

七瀬川河道掘削・護岸
（和歌山県和歌山市西田井地先）

和歌山県



永山川・平尾川
河道改修・バイパス河川整備・
橋梁架替・堆積土砂浚渫
（和歌山県和歌山市口須佐地先 他）

本事業を実施することで、最大時間雨量５６㎜までの降雨に
対して、口須佐地区及び平尾地区で発生していた浸水被害
が大幅に軽減されます。

洪水氾濫対策
準用河川、普通河川における改修（河道掘削、堤防整備 等）

○ 準用河川永山川及び平尾川では、現況流下能力が低く、平成30年7月豪雨や平成29年10月の台風第21号な
ど、たびたび浸水被害が発生しており、河道改修及びバイパス河川整備を実施していきます。

○ 普通河川のうち、中島川、永山川、北島川において、流下の阻害となっている堆積土砂を浚渫し、流下能力を
確保します。

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

現 況

川幅が狭く蛇行している箇所
では、川の流れが滞り、浸水
被害が発生します。

バイパス河川を整備することで、
川の流れがスムーズになり、
流下能力が向上します。

バイパス
河川整備

川幅が狭い箇所では、流量が
増えると、水が溢れ、浸水被
害が発生します。

河道を拡幅することで、流下断
面が増加し、洪水を安全に流し
ます。

河道拡幅・河道掘削

バイパス河川整備

対策後

河道拡幅 河道拡幅

河道掘削

浸水被害
平
尾
川

永山川
バイパス河川整備

河道拡幅、河道掘削、
橋梁架替

取水堰ゲート改修

堆積土砂浚渫

口須佐地区

平尾地区

位置図 永山川・平尾川

和歌山市

㊢



位置図
和歌山平野農地防災事業対策箇所

内水氾濫対策
農業用用排水路の整備

○ 和歌山平野農地防災事業では、流下能力が不足している農業用用排水路の拡幅や新たなバイパス水路の
整備を実施していきます。

和歌山平野農地防災事業による
農業用用排水路の整備
（和歌山県和歌山市、岩出市、紀の川市）

現 況 対策後

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

紀の川右岸

貴志川流域
和田川流域

紀の川左岸

事例 農業用用排水路の拡幅

（四箇井支線水路：和歌山県和歌山市吐前地先）

【整備概要】
・H30年度より整備に着手し、R2
年度より供用開始しています

・既設の水路を拡幅し、流下能
力を強化します

事例 新たなバイパス水路の整備
（波分山崎排水路：和歌山県岩出市畑毛地先 他）

既設水路（六箇井幹線水路）
による排水

新設のバイパス水路
による排水

推進工により
既設水路下に
推進管を敷設

水路の流下能力が不足しており、
洪水が溢れ浸水被害が発生します

水路の断面を拡幅し、
安全に洪水を流下させます

水路 水路

〇 農業用用排水路の拡幅

〇 新たなバイパス水路の整備

推進方向

河川

水路

水路の流下能力が不足しており、
洪水が溢れ浸水被害が発生します

浸水被害が発生

河川

水路

バイパス水路

新たなバイパス水路を整備し、
安全に洪水を流下させます

浸水被害が発生

整備後

整備前

はんざき

【整備概要】
・R3年度の完成を目指し、H30年
度より整備に着手しています

・バイパス水路を整備し排水能
力を強化します

和歌山平野農地防災事務所



内水氾濫対策
排水機場・雨水ポンプ場の更新・整備

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 和歌山県・和歌山平野農地防災事務所

位置図
和歌山平野農地防災事業対策箇所

○ 和歌山平野農地防災事業では、能力が不足している排水機場の更新及び新たな排水機場の整備を実施して
いきます。

和歌山平野農地防災事業による
排水機場の整備
（和歌山県和歌山市、紀の川市）

現 況

対策後

高嶋排水機場

東貴志排水機場米田排水機場

事例 排水機場の整備
（名草排水機場：和歌山市和田）

【整備概要】
・R４年度の供用開始を目指しH31年度より整備に着手しています
・排水機場を更新し排水能力を強化します

【整備箇所】
〇 和歌山平野農地防災事業として実施していきます
・米田排水機場（更新） ：和歌山市朝日（整備済）
・名草排水機場（更新） ：和歌山市和田（整備中）

・高嶋排水機場（更新） ：紀の川市桃山町調月（整備中）
・東貴志排水機場（新設）：紀の川市貴志川町北

〇 関連事業として和歌山県が実施していきます
・丸栖北排水機場（新設）：紀の川市貴志川町丸栖（整備中）
・前田排水機場（新設） ：紀の川市貴志川町前田

浸水被害が発生

通常時

水路

河川堤防

樋門

水路

河川堤防

樋門

河川の水位が周辺地盤のよりも低いため、水路から河川に自然に排水します。

河川からの
逆流を防止

豪雨により河川の水位が周辺地盤より高くなると、河川からの逆流を防止するため樋門を全閉しますが、
水路から河川に洪水を排水できないため浸水被害が発生します。

水路

河川堤防

樋門

河川からの
逆流を防止

排水機場

豪雨により河川の水位が周辺地盤より高くなると、河川からの逆流を防止するため樋門を全閉しますが、
排水機場を稼働し洪水を水路から河川に排水します。

名草排水機場

丸栖北排水機場前田排水機場

排水機場を稼働し
洪水を水路から
河川に排水します

赤字：和歌山平野農地防災事業で整備
黒字：関連事業として和歌山県が整備

和田川

既設排水機場（撤去）

新設排水機場

機場内部

和田川

新設排水機場

完成イメージ

つかつき

まるす

ひもん



内水氾濫対策
雨水ポンプ場の更新・整備

○ 松江排水区及び中島川排水区周辺地域は過去に多くの浸水実績があるため、雨水ポンプ場整備を実施
していきます。

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

（平成30年7月6日豪雨）

松江排水区及び中島川排水区周辺地域は過去10年間に延べ17回の
浸水実績があり、延べ浸水面積は335ha、延べ床上浸水戸数は95戸、
延べ床下浸水戸数は401戸の浸水被害が発生しています。

雨水ポンプ場及び管渠整備により、50mm/hの降雨について
浸水被害を解消します。現 況 対策後

：平成21年～平成30年

の浸水範囲

（平成30年7月6日豪雨）

【松江雨水ポンプ場】計画放流量6.9㎥/ｓ

中島川雨水ポンプ場

【中島川雨水ポンプ場】計画放流量4.8㎥/ｓ

：平成21年～平成30年

の浸水範囲

Ｐ

Ｐ

位置図 松江雨水ポンプ場

位置図

中島川雨水ポンプ場

松江雨水ポンプ場整備
（和歌山県和歌山市松江地先）

中島川雨水ポンプ場整備
（和歌山県和歌山市田尻地先）

和歌山市



内水氾濫対策
浸水対策に係る管渠の新設・改修

○ 浸水実績のある地域に対して、雨水管渠整備を実施していきます。

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 和歌山市

対策前 対策後

位置図 有功地区浸水対策

有功地区浸水対策事業

水路断面を拡張し整備す
ることにより、流量・流
下能力が向上します。

対策前 対策後

水路の流下能力が不足
しており、浸水被害が
発生していました。

水路断面を
拡張



○ 紀伊半島大水害等で発生した荒廃渓流や山腹崩壊地を復旧整備し、森林を維持造成する治山事業を実施し
ていきます。

土砂災害対策
水系砂防事業や治山事業との連携した土砂・流木対策

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 奈良県

上記の治山事業により森林が維持造成される
ことで、森林の持つ土砂流出防止や水源涵養
機能等の公益的な機能が発揮されます。

対策後

土留工

山腹緑化工

対策前

土留工

山腹緑化工

谷止工

下流

土留工

不安定土砂

※ 水源涵養機能：森林の土壌が、降水を貯留し、河川へ流れ込む水の量を平準化して洪水を緩和
するとともに、川の流量を安定させる機能です。また、雨水が森林土壌を通過す
ることにより、水質が浄化されます。

かんよう

高原地区治山事業
（奈良県吉野郡川上村高原）

治山事業による対策
谷 止 工：荒廃渓流の不安定な土砂を固定します。
土 留 工：山腹崩壊地の不安定な土砂を固定します。
山腹緑化工：植生を回復させ、斜面の安定を図り、

森林を維持造成します。

←下流

大滝ダム

大迫ダム

位置図



水源林造成事業
（紀の川水系流域）

流域の雨水貯留機能の向上
森林整備

○ 民有保安林の契約地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹木の成長や下層植生の繁
茂を促し、森林土壌等の保水力の強化や土砂流出量の抑制を図り、流域治水を強化促進していきます。

紀の川流域における水源林造成事業地は、約３７箇所（森林面積 約７00ha）であり、
流域治水に資する除間伐等の森林整備を計画的に実施していきます。（令和３年度
においては、約60haの森林整備を予定しています。）

紀の川流域における水源林造成事業地

紀の川流域
水源林造成事業地

紀の川

和歌山県

奈良県

大阪府

三重県

針広混交林、育成複層林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機
能の高度発揮を図ります。

（国研）森林研究・整備機構 森林整備センター氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

針広混交林 育成複層林

間伐実施前 間伐実施後



洪水吐

貯水位(スリット底高)

スリット
（切り欠き)

位置図

和歌山平野農地防災事業対策箇所

流域の雨水貯留機能の向上
ため池の整備

○ 和歌山平野農地防災事業では、ため池に洪水調節機能を持たせる整備を進めています。
○ 和歌山県では、老朽化したため池の整備を進めています。整備後は降雨前の事前放流が可能となります。

和歌山平野農地防災事業による
ため池の整備
（和歌山県和歌山市、紀の川市）

現 況 対策後

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

事例 老朽化したため池の整備 （和歌山県）
（ため池改修のイメージ ）

〇 ため池への洪水調節機能の付与（和歌山平野農地防災事業）

〇 老朽化したため池の整備 （和歌山県）

・堤体が老朽化し災害時に決壊のおそれが

あります

・取水設備が土砂等で詰まり活用できません

堤体

取水設備

・堤体を改修し安全性を確保します

・取水設備を改修

→ 降雨前の事前放流が可能となります

▽低下水位

▽満水位

堤体

取水設備

貯水位

洪水吐

・洪水吐にスリット（切り欠き）を設け、水位をスリット底まで低下させ、空き容量を確保します

・降雨時にはスリットからの放流により放流量を抑制します

・上記の改修に併せ堤体の機能診断を実施し、必要に応じて堤体を改修し安全性を確保します

ため池堤体

【整備概要】
・R３年度の完成を目指し、R元年度より整備に着手しています
・洪水吐にスリットを設けると共に堤体の安全性を確保します

事例 ため池への洪水調節機能の付与（和歌山平野農地防災事業）
（森ノ池：和歌山県紀の川市赤尾）

ため池の整備状況 スリットを設置
（完成イメージ）

【整備概要】
・和歌山県ため池改修加速化計画（H25.3制定）に基づき整備を推進しています
・堤体を改修し安全性を確保するとともに、取水設備を整備していきます

和歌山県では整備が完了したた
め池の管理者に対し、降雨前に
は事前放流により水位を下げて
おくことでため池の空き容量を
確保するよう依頼しています。

ため池関係者の取組
への理解が重要

【降雨前の事前放流の呼びかけ】

和歌山県・和歌山平野農地防災事務所



流水の貯留機能の拡大
利水ダム等、事前放流の実施・体制構築（大滝ダムの事前放流）

○ 一級河川紀の川水系において、河川管理者並びにダム管理者及び関係利水者（ダムに権利を有する者をい
う。）は、「既存ダムの洪水調節機能の強化に向けた基本方針」（令和元年12月12日 既存ダムの洪水調節機
能強化に向けた検討会議決定）に基づき、河川について水害の発生の防止等が図られるよう、令和2年5月29
日紀の川水系治水協定を締結しました。

○ 大滝ダムの事前放流は洪水期(6/16～10/15)、24時間の降雨量予測が累積290ｍｍを超えるときのみ実施可
能となります。

位置図 大滝ダム

大滝ダムの事前放流 （奈良県吉野郡川上村大字大滝地先）

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策 紀の川ダム統合管理管事務所

水位低下のイメージ

治水容量

利水容量

洪水前、一時的に貯水位
を下げることで、治水容
量を増大させます。

治水容量

利水容量

事前放流により

確保した容量

最大300万m3

堆砂容量8,000千m3

6/15

8/15

10/16

サーチャージ水位EL.323.0m

常時満水位EL.321.0m 第1期
制限水位
EL.302.0m 第2期

制限水位
EL.290.0m

利水容量
71,000千m3

利水容量
31,000千m3

利水容量
15,000千m3

利水容量
71,000千m3

ｻｰﾁｬｰｼﾞ容量
5,000千m3

第1期
洪水調節容量
45,000千m3

第2期
洪水調節容量
61,000千m3

ｻｰﾁｬｰｼﾞ容量
5,000千m3

最低水位EL.271.0m

洪水期：6/16～10/15

最大300万m3

最大300万m3

大滝ダム貯水池容量配分図

事前放流の効果
流入量

放流量
時間

流量 流入量

放流量

ダムに
貯留した量

事前
放流

異常洪水時
防災操作

異常洪水時
防災操作の解消

時間 時間

流量

流入量

放流量

ダムに
貯留した量

放流量

流入量

事前
放流

放流量の低減による
下流被害軽減

【異常洪水時防災操作の解消】

流量

流量

【放流量の低減による下流被害軽減】

時間



ハザードマップ作成状況
・令和元年度迄作成済み １９池
・令和２年度末作成 ４１池
・令和３年度作成予定 １０７池

避難体制等の強化
ため池ハザードマップの作成、周知

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策 五條市

○ 五條市では、防災重点ため池が167箇所存在します。防災重点ため池を対象に、万が一ため池が決壊したと
きに備えて、被害想定区域や避難場所等が表示された「ため池ハザードマップ」の作成を実施していきます。

ハザードマップ周知状況
・令和３年３月に令和２年度末までに作成し
たハザードマップの公表を市ホームページに
て行う予定です。
残りのハザードマップについては、作成順に
て随時公表を予定しています。

事 業 効 果
・ため池ハザードマップを作成、周
知することにより、防災訓練等に
活用して地域住民の自主防災意
識の向上を図ったり、ため池の防
災対策や災害時の被害軽減に役
立ちます。

防災重点ため池ハザードマップ

ため池整備イメージ

防災重点ため池位置図


